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ROC動作確認

理研から2枚のROCが届いた。奈良女テストベンチではNE0のROCを使用する。

①ROC電源のみ電源を入れ、動作確認を行った。このとき、15.65AでCCに近い値となった。

“理研での通常の値13-14A”と比較すると、15.65Aは高い。

②ROC電源に加えて、FEMの電源を入れた。すると、13.48Aと通常の電流値となった。
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Beam Clockが電流を消費している可能性
が考えられる。今後、 Beam clock cableを
抜いた時の電流値を確認する。
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→ROC電流値が高かった原因は、FEMの
電源を入れていなかったことと考えられる。



Taiwan ladderのside変更

Taiwan ladderでデータがとれなくなっていた原因がladderにあるのではないかと考えた。

そこで、Taiwan ladderのsideを256から253に変更した。
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Side256でのTaiwan ladder測定結果



Side変更により結果は良好になった。
→HDIorセンサーにキャリブ不具合の原因があると考えられる。

（calib時のDAC設定値はデフォルトのままでいいのか？）

Side253



3ladder calib（Taiwan-A3） Taiwan-A3
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Taiwan-A3の結果
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繰り返し測定を行ったりホコリ除去しても同様に分布が乱れていた。
一方、C1portでは正常にデータがとれた。
→A3portが壊れていると考えられるため、今後使用しない。

Taiwan ladderのcalib結果が良好だったため、次に3ladder calibを行った。

（L5S、L6Sは再現性が得られなかったため、1ladderでcalibを行う。）
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L6S-C3の結果 繰り返し測定を行うとHalfEntryとなるchipが減少したが、完全になくなることはなかった。

L6Sの再現性を確認するために、L6SをC3portに接続して測定を行った。



今後の予定

• ROC電源の動作確認の続き（ビームクロックを抜いた状態で電流値を測定する。）

• calib(L5S、L6Sの再現性確認)

• 宇宙線測定と解析
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Back Up
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3ladder calib

Taiwan ladderのportをA3からC1に変更した。

Taiwan-C1の結果 A3とC1を比較すると、A3では明らかにADC:ampl分布の形がおかしい。
→A3は壊れていると考えられるため、今後は使用しない。
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